休 業 協 定 書

株式会社〇〇〇と株式会社〇〇〇労働者代表　　　　　　　　　　　とは、休業の実施に関し下記のとおり協定する。

記

1. 休業の時期

休業は令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までの間において、これらの日を含め、　　日間（休業　　日間）実施する。

2. 休業の対象者

（1） 全従業員を対象とする。

（2） 休業日の休業人数は概ね　　人とする。

（3） 休業は出来る限り輪番で行うものとする。

3. 休業時間
　　　時　　分～　　時　　分（所定労働時間　　時　　分～　　時　　分）

4. 休業手当の支払い基準

休業日に、次の基準により算定した額の手当てを支払うものとする。

（1） 1日当たりの額の算定方法

イ．月ごとに支払う賃金　月額÷所定労働日数

ロ．時間ごとに支払う賃金　時間額×所定労働時間数

（2）対象となる賃金は、基本給、〇〇手当、〇〇手当、〇〇手当
、とし、〇〇
％支給するものとする。
5.  雑則

この協定は令和　　年　　月　　日に発効し、令和　　年　　月　　日に失効する。

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業主名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

労働者代表名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

�休業開始日から休業終了日、休業日数をご入力ください。


休業終了日は、給与計算期間の締め切り日にしておくとよいです。


�いずれかを選択して、〇を付けてください。





�毎月支払っている固定の手当をご記入ください


�60～100％の間でご決定ください


�「1休業の時期」と日付を合わせてご記入ください。


なお、休業期間を延長する場合は、そのたびにこの協定書の更新が必要になります。


その際、労働者代表が変わらない限り、労働者代表選任書を再度用意する必要はございません。


�署名の日付は、原則、休業開始日より前です。


難しい場合は、「上記について、令和〇年〇月〇日に口頭にて確認済」の文言追記してください。


※〇の部分は、休業開始日より前の日付です。


�別添の労働者代表選任書により、


労働者の過半数代表者から信任を受けた


方が署名・捺印してください。





